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1研究目的
　就職後8ヶ月目における新卒看護師の基本的な看護
技術の自信の程度と経験頻度の実態を調査し、看護技
術に自信を得るための要因を明らかにする。さらに看
護技術の自信が高められるような教育支援を検討す
る。
皿研究方法
1．調査対象　A大学病院就職後8ヶ月目の新卒看護師
　131名
2．調査期間　平成16年12月6日～12月16日
3．調査方法　厚生労働省『看護基礎教育のあり方に
　関する検討会報告書』（以下報告書とする）をもと
　に看護技術の自信の程度と経験頻度の調査票を作
　成し、質問票による留め置き調査
4．調査内容
　1）報告書「臨地実習において看護学生が行う基本
　　　的な看護技術の水準」13カテゴリー、3つの水
　　　準の中から選抜した看護技術42項目の自信の
　　　程度と経験頻度（4段階尺度）
　2）看護技術において自信をなくした経験
　3）自信を強めたこと
　4）教育支援者について
5．倫理的配慮：調査対象者に対して研究の趣旨、ブ
　ライバシーの保護、データの使用は本研究のみに
　限定し、自由意志による参加であることを調査協
　力依頼書で説明し同意を得た。
6．分析方法
　1）看護技術の自信の程度と経験頻度の相関関係
　　　を統計ソフトSTAT　VIEW　Hを用いて分析
　　　P＜0．05を有意とした。
　2）相関関係のあった技術について自信の程度と
　　　経験頻度を総得点化し、平均得点を水準ごと、
　　　技術項目ごとに比較した。
皿結果
有効回答i数は119（90．8％）であった。
1．基本的な看護技術の自信の程度と経験頻度におい
　て「環境整備」と「バイタルサインの観察」を除く
　40項目に有意な相関関係が認められた。
2．自信の程度と経験頻度の平均得点（表）は水準1、水
　準2、水準3の順に高い。水準1「臥床患者の洗髪」
　は自信の程度、経験頻度とも低く、「褥瘡予防」「転
　倒・転落防止」は経験頻度に比べ自信の程度が低
　い。水準2「導尿」は自信の程度、経験頻度とも低
　い。「点滴管理」「採血」「CVラインの管理」「人工雪
　吸器装着中のケア」は経験頻度に比べ自信の程度
　が低い。水準3はすべての項目で自信の程度、経験
　頻度が低かった。
3．看護技術場面で自信をなくした経験がある者は89
　名（74．8％）であった。自信をなくした理由は「失敗
　やインシデント」33件「上手くできなかった」21件
　で、具体的技術項目は採血ll件、点滴管理10件であ
　つた。自信をなくした時の対処は「先輩看護師に相
　談した」22名で最も多かった。
4．自信を強めたことは、「経験を多くする」5件、「先
　輩看護師からほめて（認めて）もらった」6件、「患
　者からのよい評価」2件、「失敗せずにスムーズに
　できた」2件だった。
5．看護技術の指導者（複数回答）はプリセブターフ0
　名、同勤務帯の先輩看護師68名であった。
表相関関係があった看護技術40項目の自信の程度
　　と経験頻度（平均得点）
水準1の看護技術（17項目）
技術項目 自信 経験
羅法 3．4 3．7
陰部清拭・洗浄 3．3 3．8
体位変換 3．3 3．8
モニター装着 3．2 3．8
酸素吸入 3．1 3．6
与薬 3．1 3．7
口腔ケァ 3．0 3．6
ロ鼻腔吸引 3沿 3．6
床上排泄介助 3．0 3．6
安楽な体位の工夫 3．0 3．7
食事介助 2．9 3．2
全身清拭 2．9 3．6
転倒・転落防止 2．8 3．7
臥床中シーツ交換 2．8 3．3
意識レベルの確認 2．6 3．4
臥床患者の洗髪 2．6 2．6
褥瘡予防 2．5 3．4
平均 3．0 3．5
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水準2の看護技術（17項目）
技術項目 自信 経験
点滴中の寝衣交換 3．1 3！7
輸液ポンプ取り扱い 3．0 3．7
点滴管理 3．0 3．9
ストレッチャー移送 3．0 3．1
酸素ボンベ操作 2．9 3．3
洗腸 2．8 2．9
無菌操作 2．8 3．3
皮下注射 2．8 3．2
気管内吸引 2．7 3．3
CVライン管理 2．7 34
採血 2．7 3．5
包交の処置介助 2．6 3．3
経管栄養管理 2．6 2．9
筋肉注射 2．5 2！7
12誘導心電図の操作 2．2 2．3
人工呼吸器ケア 1．9 2．6
導尿 1．8 1．8
平均 2．5 3．0
水準3の看護技術（6項目）
技術項目 自信 経験
輸血管理 2．3 2．7
気道確保 1．9 1．7
低圧持続吸引器操作 1．9 2．1
人工呼吸（マスク） 1．5 1．3
心臓マッサージ 1．5 1．2
除細動器準備・介助 1．3 1．2
平均 1．7 1．7
自信の程度　4：非常にある　3二ややある　2：あまりない　1：全くない
経験頻度　　4：10回以上　　3：5～10回　2：1～5回　　1：経験なし
IV一l察
　看護技術の自信を高めるためには、経験回数を増や
すことが重要であることが明らかになった。しかし、
救命処置など経験：する機会の少ない技術があり、それ
らには具体的、実践的な教育場面を提供する必要があ
る。また、褥瘡予防や転倒・転落防止などの技術では、
基盤となる知識を深めるなど、技術項目により教育方
法を検討した支援が必要である。一方、失敗やインシ
デントにより自信を喪失していることもあり、インシ
デント経験：時の十分なフォロー、成功体験：や他者から
の良い評価が、自信を高めていく上で重要であること
が示唆された。看護技術習得の現状は、プリセプター
に限らず勤務時間内での先輩看護i師の支援に因るとこ
ろが大きく、先輩看護師達の技術力、教育力の向上が
不可欠であると考える。
　本研究は2005年U月、日本看護学会一看護管理一にて発表し
たものである。
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